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は じ め に 

 

本市では、きれいな水や空気、身近な自然など、環境

の保全及び創造をとおして、市民の皆様が健康的で快適

な生活を楽しみ、本市が将来にわたって持続的に発展で

きるよう、平成２７年３月に「第２次刈谷市環境基本計

画」を策定し、市民、事業者等の皆様とともに、持続可

能な住み良い環境づくりを推進しています。 

近年、国内では、今まで経験することのなかった集中豪雨や洪水の被害が各地

で繰り返されていますが、これは、地球温暖化現象による海水温度の上昇が原因

と言われています。世界各国で、地球温暖化の防止に向けた取組があらゆる角度

から進められており、日本では、令和２年１０月の首相の所信表明演説で、２０

５０年までに国内の温室効果ガス排出を全体としてゼロにすることが宣言され、

今後、一層の地球温暖化対策の強化が進むことが予測されます。 

少子高齢化や人口減少の進展、新型コロナウイルス感染症拡大などの様々な社

会情勢への対応も求められる中、この地球温暖化問題を他人事としてとらえるの

ではなく、地域全体で将来あるべき姿を思い描き、共通の認識を持つとともに、

世界共通の国際目標であるＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成に向け、取り

組んでいくことが必要不可欠であると考えます。 

本市では、今後も引き続き環境基本計画に基づいた各施策を着実に実施し、市

民や事業者の皆様と力を合わせ、地球温暖化や野生生物の種の減少といった地球

規模の問題から、大気汚染やごみなどの身近な問題まで、多様化する様々な環境

問題に対応してまいります。 

本書は、令和元年度における本市の環境の現状、そして環境基本計画に基づく

施策の取組状況についてまとめたものです。多くの皆様に刈谷市の環境について

の関心と理解を深めていただくとともに、日常生活や事業活動において環境に配

慮した取組を実践していただく一助になれば幸いです。 

 

令和２年１１月            刈谷市長  稲 垣   武 
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エスディージーズ 

SDGs 

持続可能な開発目標 
Sustainable Development Goals 

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、「誰一

人取り残さない」持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共通の目標

です。  

2015年の国連サミットにおいて全ての加盟国が合意した「持続可能な開

発のための2030アジェンダ」の中で掲げられました。2030年を達成年限と

し、17のゴールと169のターゲットから構成されています。 
 

 

 

 

 

 

 

 


